平成18年5月10日

製品価格修正について

三菱化学株式会社

三菱化学株式会社（本社：東京都港区、社長：冨澤 龍一）は、酸化エチレン及びその誘導品であるグリコールエーテルの価格修正を実施することといたしました。

1． 対象製品／値上げ幅：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円／ｋｇ）

酸化エチレン

：
＋１４

グリコールエーテル
：
＋２１

2． 時期：　２００６年５月１日出荷分以降

弊社は、昨年第４四半期（１０月～１２月）に当該時期の国産基準ナフサ価格を４５，０００円／ＫＬと見込んで、酸化エチレン及びその誘導品の国内価格について価格修正を行いましたが、直近のナフサの輸入価格を換算すると国産基準ナフサ価格は、５０，０００円／ＫＬを越えるレベルまで上昇することが想定されます。こうした環境下、弊社の製品コストは極めて深刻な影響を受けており、自助努力によるコストアップ吸収に最大限努めておりますが、これまでの価格修正幅だけではとてもカバーできない状況まで至っております。また、需給面では、国内の旺盛な需要を背景に、需給バランスの逼迫状況が継続しております。

こうした環境下、上記価格修正を打ち出し、需要家との交渉を開始いたしました｡また、誘導品であるグリコールエーテルも原料のＥＯ・ブタノール価格上昇分の転嫁を織り込み価格修正を行います｡

なお、ＥＯの誘導品であるエチレングリコールについても上記事情に伴う原料費並びに用役費等のコストアップを考え、繊維、一般工業用途の製品について価格修正を検討中です｡
以上
